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「
秋
草
図
屏
風
」
修
復
さ
れ
る
。

特
別
予
算
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
四
月

か
ら
始
ま
っ
た
跡
見
花
蹊
の
大
作
「
秋

草
図
屏
風
」
の
修
復
が
九
月
末
に
完
了

し
た
。
花
蹊
記
念
資
料
館
収
蔵
以
前
の

保
存
環
境
が
悪
く
、
カ
ビ
と
思
わ
れ
る

も
の
が
画
面
を
侵
食
し
て
い
た
。
文
化

財
を
手
掛
け
る
修
復
業
者
に
依
頼
。
事

前
調
査
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
撮
影
（
可
視

光
・
赤
外
）、
顕
微
鏡
撮
影
、
蛍
光
Ｘ
線

分
析
（
東
京
芸
術
大
学
文
化
財
保
存
学

協
力
）
を
行
っ
た
。

調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ら
に
よ
り
、
過
去
数
回
に
渡
っ

て
修
復
が
行
わ
れ
、
変
色
を
覆
い
隠

す
よ
う
に
金
泥
も
し
く
は
真
鍮
泥
が

塗
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

真
鍮
泥
は
銅
と
亜
鉛
の
合
金
で
、
酸
素
や

空
気
中
に
含
ま
れ
る
水
蒸
気
に
触
れ
る
こ

と
で
緑
青
に
変
化
す
る
が
、
塗
っ
た
当
初

よ
り
暗
く
な
り
始
め
て
い
る
箇
所
も
確
認

さ
れ
た
。
塗
り
重
ね
ら
れ
た
金
泥
の
中
に

は
濾
過
水
を
含
ま
せ
た
筆
で
表
面
を
拭
う

こ
と
で
除
去
が
可
能
な
も
の
も
あ
っ
た

が
、
全
て
取
り
去
る
と
下
に
隠
れ
て
い
る

料
絹
の
黒
さ
が
表
れ
、
鑑
賞
性
を
損
ね
る

可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
範
囲
で
除
去
さ
れ
た
。
絵
の
部
分
は

保
存
状
態
が
よ
く
、
ぐ
ら
つ
き
の
あ
っ
た

椽
木
は
一
度
取
り
外
し
、
広
く
な
っ
た
釘

穴
を
調
整
し
た
。

修
復
さ
れ
た
「
秋
草
図
屏
風
」
は
令

和
二
年
三
月
十
二
日
（
木
）
〜
五
月

三
十
日（
土
）ま
で
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
・

花
蹊
記
念
資
料
館
で
開
催
さ
れ
る
「
跡

見
花
蹊
と
そ
の
遺
産
展
」
で
お
披
露

目
さ
れ
る
。
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
花
蹊
記
念
資
料
館
）

①
過
去
に
高
湿
度
環
境
な
ど
に
長
時

間
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

紙
全
体
に
カ
ビ
に
よ
る
被
害
が
あ

っ
た
形
跡
が
あ
り
、
画
面
全
体
に

円
状
の
痕
跡
ま
た
蝶
番
付
近
に
は

連
続
性
の
あ
る
シ
ミ
の
痕
跡
も
確

認
で
き
た
。

②
カ
ビ
等
の
被
害
に
よ
り
金
箔
の
下

に
あ
る
料
絹
が
黒
色
化
し
て
い
る

箇
所
が
あ
っ
た
。

③
金
箔
が
押
さ
れ
た
料
絹
の
見
た
目

が
変
化
し
た
の
で
、
そ
の
黒
さ
な

ど
を
隠
す
目
的
で
上
か
ら
金
泥
を

塗
り
重
ね
た
箇
所
が
あ
り
、
ま
た

加
筆
箇
所
も
あ
っ
た
。

④
塗
り
重
ね
た
金
泥
の
種
類
が
複
数

確
認
で
き
、
青
味
が
か
っ
た
金
、

筆
跡
の
あ
る
金
、
黒
く
変
色
し
た

金
等
、
な
か
に
は
濡
れ
た
筆
で
軽

く
拭
う
だ
け
で
取
れ
て
し
ま
う
不

安
定
な
状
態
の
金
泥
が
あ
っ
た
。

⑤
塗
り
重
ね
ら
れ
た
金
色
に
、
銅
と

亜
鉛
の
合
金
で
あ
る
真
鍮
泥
が
使

わ
れ
た
た
め
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
真
鍮
泥
に
含
ま
れ
る
銅
の

成
分
が
酸
化
し
緑
青
に
変
化
し
た
。

六
曲
一
隻
の
大
画
面
に
は
、
萩
、
薄
、
桔
梗
、
撫
子
、
女
郎
花
、
藤
袴
、
芙
蓉
、
鶏
頭
、
秋

海
棠
、
あ
ざ
み
、
野
菊
な
ど
の
秋
草
を
配
置
し
て
、
動
き
の
あ
る
空
間
を
創
り
出
し
て
い
る
。

花
蹊
六
十
六
歳
の
時
に
描
か
れ
た「
秋
草
図
屏
風
」は
、名
実
と
も
に
女
史
の
代
表
作
で
あ
る
。

し
ゅ
う

す
す
き

き
き
ょ
う

な
で
し
こ

お
み
な
え
し

ふ
よ
う

け
い
と
う

か
い
ど
う

あ
き
く
さ
ず
び
ょ
う
ぶ

六
曲
一
隻　
　

絹
本
金
地
着
色　
　

縦
一
七
二
㎝×

横
三
八
四
㎝

制
作
年
：
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年  　

花
蹊
記
念
資
料
館
蔵

円状のシミ痕跡 蝶番付近のシミ痕跡 黒く変色した金色 筆跡のある金色

緑青に化学変化した真鍮泥
【画像・情報提供：株式会社半田九清堂】

蛍光Ｘ線分析 ドライクリーニング 上から塗られた金色の除去
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